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２ 総 務 費 

 

区   分 予 算 現 額 決  算  額 不  用  額 

 

項１ 総 務 管 理 費 

円 

2,110,704,000 

円 

1,989,845,487 

円 

120,858,513 

目１ 一 般 管 理 費 1,247,595,000 1,160,684,911 86,910,089 

 

(1) 行政管理費 

   ア 議     案 

区   分 提 出 件 数 議 決 件 数 

一  般  議  案 156 件 156 件 

報  告  議  案 6   6   

同  意  議  案 6   6   

諮  問  議  案 1    1    

計 169    169    

イ 例     規 

区   分 件  数 

条  例  制  定  3 件 

条  例  改  正 44     

規  則  制  定 2   

規  則  改  正 26   

告        示 55   

訓    令    甲 5   

教 育 委 員 会 規 則 4   

公 平 委 員 会 規 則 1   

教 育 委 員 会 告 示 1   

教 育 長 訓 令 甲 2   

消 防 長 訓 令 甲 1   

水 道 事 業 管 理 規 程 14 

上下水道事業管理規程 7   

計 165    

ウ 公     報 

     発行回数    １２回 
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(2) 人事管理費 

政策課題、重点課題に対応するため、組織の一部改編を行うとともに、適材適

所の人材配置に努めた。 

人事異動総数   １１２人（平成３０年４月１日発令） 

退 職 職 員 数    ２０人（平成２９年度中退職者数） 

採 用 職 員 数    ２０人（平成３０年４月１日採用） 

職 員 総 数   ３９３人（平成３０年４月１日現在） 

 

(3) 職員研修費 

多様化、高度化するニーズに的確に対応するとともに、自らの資質を向上させ、

市民に最も身近な総合サービス業の従事者として意欲を持って職務に取り組む職

員を養成するため、職員研修計画に基づき、各種の集合研修、職場研修、人権研

修、京都府北部地域・大学連携機構職員共通研修、京都府への実務派遣研修及び

人事交流等を実施し、延べ２，４５５人が受研した。 

 

(4) 職員厚生費 

労働安全衛生法及び職員安全衛生管理規程に基づいて、定期健康診断やストレ

スチェックの実施、人間ドックの利用促進により、疾病の早期発見・早期治療を

促し、職員の健康管理に努めた。 

また、救急業務従事者等を対象にＢ型肝炎の感染を防止するための検査及び予

防接種を、下水道業務従事者を対象に破傷風ワクチン接種を行った。 

 

(5) 秘書事務費 

理事者の秘書事務及び渉外事務を行うとともに、功労者、篤志者、分野別功 

績者及び善行者の表彰を行った。 

 

 (6) 国際交流事業費 

ア 中国・常熟市から医療衛生交流団を迎え友好交流を深めた。 

イ 綾部市卓球協会による常熟市への訪中団の派遣事業に対して補助を行った。  

補助金額  ４１０，０００円 

ウ 綾部国際交流協会に国際交流推進業務の委託を行うとともに、活動に対して  

補助を行った。 

補助金額   ８０，０００円 

 

(7) 生活安全推進事業費 

   市民の生活安全思想の高揚を図るため、生活安全推進団体に対して補助を行っ  

た。 

補助金額   ２８２，０００円 
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(8) あやべ特別市民制度事業費 

特産品の発送や情報の発信により、本市の良さを広くピーアールし、綾部の応

援者の拡大に努めた。 

    あやべ特別市民        １，９２７人 

   

(9) あやべ応援寄附金事業費 

ふるさと納税による綾部の応援者の拡大に努めた。 

    寄附件数        １，３４６件 

   寄附金額   ３７，２８４，１２９円 

 

 

区   分 予 算 現 額 決  算  額 不  用  額 

 

目２ 文 書 広 報 費 

円 

70,944,000 

円 

70,844,209 

円 

99,791 

 

(1) 広報事務費 

    市政の現状と運営方針について広く市民の理解を求め、市民参加を進めるため、

広報広聴活動を行った。広報紙、メールマガジン、ホームページ、新聞・テレビ、

コミュニティ放送等を通じて市政情報を発信した。 

また、広聴活動の一つとして、ふれあい出張市長室を行った。 

実施状況 １３回 

 

(2) コミュニティ放送局放送委託等事業費 

    株式会社エフエムあやべに行政情報、防災情報等の放送委託を行った。  

                

(3) 情報公開制度等運営費 

実施状況  請 求 件 数  ５５件 

（うち任意的開示７件、個人情報開示４件） 

開 示 件 数  ５４件 

非 開 示 件 数    ０件 

対象文書なし     １件 

不 服 申 立 て    ０件 

 

 (4) 情報発信拡充事業費 

フェイスブックを活用した情報発信やホームページでの動画配信を行った。 
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(5) ゆるキャラ戦略展開事業費 

本市のマスコット・キャラクター「まゆピー」のグッズや着ぐるみの活用によ

り、効果的な情報発信を行った。 

また、本年度新たに、まゆピー着せ替えコンテストを行った。 

 

 

区   分 予 算 現 額  決  算  額 不  用  額 

 

目３ 財 政 管 理 費 

円 

201,000 

円 

154,126 

円 

46,874 

目４ 会 計 管 理 費 2,102,000 1,880,544 221,456 

目５ 財 産 管 理 費 122,139,000 114,932,916 7,206,084 

 

(1) 普通財産管理費等 

   ア 市有財産処理委員会 

  開催回数       １回 

   イ 公有財産の登記 

     件  数   １１６件 

物 件 数   ２００件 

   ウ 普通財産の処分 

    行財政健全化の取組・実施項目の一つとして普通財産の売却等処分を行った。 

    処理件数     ２０件 

   

(2) 市民ホール管理運営費 

地域住民の福祉の増進のため、各種会議、講習会等の場を提供した。 

利用状況  １，９７８件   １６，１１１人 

 

(3) 財政調整基金 

平成２９年度末 

現 在 高 

平成３０年度中 

積 立 額 

平成３０年度中 

取 崩 額 

平成３０年度末 

現 在 高 

1,635,124,646 円 10,502,041 円 円 1,645,626,687 円 

 

(4) 減債基金 

平成２９年度末 

現 在 高 

平成３０年度中 

積 立 額 

平成３０年度中 

取 崩 額 

平成３０年度末 

現 在 高 

315,228,022 円 1,242,985 円 円 316,471,007 円 
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(5) 地域振興基金 

平成２９年度末 

現 在 高 

平成３０年度中 

積 立 額 

平成３０年度中 

取 崩 額 

平成３０年度末 

現 在 高 

725,245,579 円 19,632,642 円 46,230,151 円 698,648,070 円 

取崩額充当事業 

    駅再生プロジェクト事業費           ７，７１４，８００円 

    斎場管理費                  ３，８４９，６０７円 

 道路整備事業費               ３２，９６７，４９６円 

被服更新事業費                １，４８３，２４８円 

消防団活動支援事業費               ２１５，０００円 

 

(6) 庁舎建設等準備基金 

平成２９年度末 

現 在 高 

平成３０年度中 

積 立 額 

平成３０年度中 

取 崩 額 

平成３０年度末 

現 在 高 

38,887,588 円 23,268 円 円 38,910,856 円 

 

 (7) 普通財産解体事業費 

事 業 概 要 事 業 費 
財 源 内 訳 

国府支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

志賀共同畜舎解体工事 

畜舎解体 A=591.5 ㎡ 

サイロ解体 10 基 

    円 

 10,653,120 

円 

 

円 

9,500,000  

円 

 

円 

1,153,120 

君尾山キャンプ場解体 

工事 

木造平屋建トイレ 

 A=31.0 ㎡ 

木造平屋建炊事場 

 A=26.5 ㎡ 

附属施設等一式 

霧海荘解体工事 

木造平屋建  

A=113.5 ㎡ 

トイレ棟 1 棟 

     

 

 

 

 

5,997,240 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  5,300,000 

  

 

 

 

 

 

 

 

697,240 

 

計 16,650,360  14,800,000  1,850,360 
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区   分 予 算 現 額 決  算  額 不  用  額 

 

目６ 企 画 費 

円 

415,022,000 

円 

401,294,303 

円 

13,727,697 

 

(1) 企画調整事務費 

総合計画及び総合戦略の進捗管理及び広域連携業務等を行った。 

また、第６次綾部市総合計画の策定に向けて、現状を把握するため、地域づく

り健康診断を実施した。 

 

(2) 地域情報発信事業費 

地域情報伝達手段として導入したメールマガジンシステムの運用を行った。 

メルマガ登録数  ６，０８３件（平成３１年３月３１日現在） 

 

(3) 鉄道利用促進事業費補助金 

鉄道の利用促進と若年層の定住化を目的に綾部市鉄道利用促進事業実行委員会

が実施した鉄道利用通学費補助事業等に対して補助を行った。 

   通学費補助人数 延べ５３人    補助金額  ７７５，０００円 

 

(4) 世界連邦推進事業費 

   「世界連邦推進小・中学生ポスター・作文コンクール」や「地球市民の集い」

など、市や市議会、市民団体等で構成する地球市民の集い実行委員会及び綾部世

界連邦運動協会が実施した平和・環境保全啓発事業に対して補助を行った。  

補助金額  ７８０，０００円 

 

(5) 世界連邦推進事業基金 

平成２９年度末 

現 在 高 

平成３０年度中 

積 立 額 

平成３０年度中 

取 崩 額 

平成３０年度末 

現 在 高 

26,451,672 円 755,304 円 780,000 円 26,426,976 円 

取崩額充当事業 

    世界連邦推進事業費（地球市民の集い実行委員会補助金） ７００，０００円 

    世界連邦推進事業費（綾部世界連邦運動協会補助金）    ８０，０００円 

 

(6) 定住サポート事業費 

   あやべ定住サポート総合窓口に登録した定住希望者に空き家の紹介、就職・就

農相談等の支援を行うとともに、空き家見学ツアーを実施し、本市への定住誘導

に努めた。 

空き家見学ツアー     参加者数      ５世帯 ７人 

定住実績         １３世帯         ２９人 

   空き家提供報償金交付   １１件   １，１００，０００円 
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(7) 電源立地地域対策基金 

平成２９年度末 

現 在 高 

平成３０年度中 

積 立 額 

平成３０年度中 

取 崩 額 

平成３０年度末 

現 在 高 

344,306,039 円 143,850,750 円 132,572,800 円 355,583,989 円 

取崩額充当事業 

斎場改修事業費                 ７，１９２，８００円 

クリーンセンター管理費（大規模改修事業費）  ２５，３８０，０００円 

ごみ収集事業費               １００，０００，０００円 

 

(8)  里山交流研修センター管理運営費 

 特定非営利活動法人里山ねっと・あやべに里山交流研修センターの管理運営を

委託し、森林ボランティア事業、パン焼き体験事業、農業体験事業などの各種交

流促進事業を行った。 

 交流人口  ６，９２８人（宿泊 ７９３人） 

 

(9)  里山交流大学開催事業費 

 農村と都市の交流による森の京都の推進と地域活性化に資する人材育成を目的

に開催された綾部里山交流大学事業に対して補助を行った。 

 参加人数 ３３８人（２２講座）  補助金額   ２，５００，０００円 

 

(10)  上林地域振興支援センター管理運営費 

奥上林地域振興協議会・中上林地域振興協議会の活動に対する支援のほか、行

政サービスの利便性向上のため、住民票等の発行、あやバス乗車券の販売及び各

種行政文書の取次ぎや相談などを行った。 

事 業 概 要 事 業 費 
財 源 内 訳 

国府支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

上林いきいきセンター 

 トイレ洋式化 3 基 

    円 

 556,200 

円 

 

円 

 

円 

556,200 

円 

 

 

(11)  奥上林研修センター管理運営費 

   研修・都市交流及びコミュニティ育成の場等の提供並びに地域の振興を図るた

め、奥上林研修センターの管理運営を行った。 

 

(12)  水源の里・老富会館管理運営費 

水源の里活性化事業の拠点として、水源の里・老富会館の管理運営を行った。  
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(13) 水源の里活性化事業費 

水源の里の再生と振興を目的として、水源の里条例に基づいて指定する集落の

活動に対して補助を行った。 

また、水源の里に定住する意思を持って転入した世帯に対して定住支援の補助

を実施した。 

水源の里活性化補助金額  ２２件   ２，８４４，２９４円 

水源の里定住支援給付金額  ６件   １，４００，０００円 

水源の里住宅整備補助金額  ２件   １，２６７，０００円 

水源の里指定集落    １６集落 

 

(14) 水源の里基金 

平成２９年度末 

現 在 高 

平成３０年度中 

積 立 額 

平成３０年度中 

取 崩 額 

平成３０年度末 

現 在 高 

39,845,810 円 19,874,529 円 6,816,243 円 52,904,096 円 

取崩額充当事業 

 上林地域振興支援センター管理運営費         ５５６，２００円 

 水源の里活性化事業費（水源の里活性化補助金）  １，４４７，１４７円 

 水源の里活性化事業費（水源の里連携事業補助金）    ３５０，０００円 

 水源の里活性化事業費（水源の里定住支援給付金等）２，６６７，０００円 

 水源の里活性化事業費（地域振興経費）        ２３７，８１６円 

集落支援員設置事業費              １，５５８，０８０円 

  

(15) 男女共同参画促進費 

ア 男女共同参画計画「第３次あいプラン」の推進と各分野における男女共同参

画の推進のための情報や学習機会を提供するため、男女共同参画を考える講座

「あいアカデミー」などを実施した。  

講座開催回数 ８回        参加人員 ２６８人   

イ 男女共同参画社会づくり図画ポスターを募集し、小・中学生に男女共同参画 

の啓発を行った。 

      応募作品 ５７６点 

ウ ＤＶ相談員による被害者への相談支援等や女性のカウンセラーが女性の立場 

に立って応じるカウンセリング業務を行った。 

    相談件数 ３８０件    カウンセリング件数 ２１件 

 

(16)  男女共同参画センター管理運営費 

男女共同参画のための情報の発信、学習、交流の場を提供した。 
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(17) コミュニティ助成事業費 

地域住民によるコミュニティ活動の推進を図るため、コミュニティ事業を実施

した６団体に対して補助を行った。 

事 業 概 要 事 業 費 
財 源 内 訳 

国府支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

坊口町自治会 

太鼓張替修繕一式 

円 

130,000 

円 

 

円 

 

円 

 

円 

130,000 

青野町自治会 

公会堂改修工事一式 
1,500,000    1,500,000 

市茅野自治会 

トイレ水洗化工事一式 
240,000    240,000 

舘町自治会 

 太鼓張替修繕一式 
70,000    70,000 

大唐内自治会 

公民館屋根葺替工事一式 
370,000    370,000 

十倉志茂町自治会 

集会所・倉庫改修工事一 

 式 

220,000    220,000 

     計 2,530,000    2,530,000 

 

(18) 庁内情報化推進費 

業務の電子化による効率化を図るため、京都府・市町村業務支援システム共同

導入事業による基幹業務システム及び庁内ネットワークシステムの更新及び維持

管理等を行った。 

 

(19) 永井産業振興基金 

平成２９年度末 

現 在 高 

平成３０年度中 

積 立 額 

平成３０年度中 

取 崩 額 

平成３０年度末 

現 在 高 

15,704,622 円 1,659 円 4,462,871 円 11,243,410 円 

取崩額充当事業 

里山交流大学開催事業費             １，２５０，０００円 

永井産業振興基金事業費（永井賞授賞式事業費）  １，７６２，８７１円 

団体事業補助金（ものづくりの街確立支援事業費）   ２５０，０００円 

チャレンジショップ支援事業費          １，２００，０００円 
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(20) ＵＩターン者定住支援住宅整備事業費 

    人口増加と新たな地域担い手の定住による農村地域の活性化を図るため、農村

地域にある空き家を所有者から借り受けて設置する定住支援住宅の修繕、管理・

運営等を行った。 

 

(21) ブロードバンドサービス提供事業費 

ブロードバンド用光ケーブルの維持管理を行った。 

 

(22) 地域緑化推進事業費補助金 

    公益社団法人綾部市シルバー人材センターが実施する、あやべ由良川花壇展や

コスモスまつり等の緑化事業に対して補助を行った。 

   補助金額  １４，０２７，０００円 

 

(23)  集落支援員設置事業費 

集落支援員２人を設置し、「いきいき地域応援事業」や「水源の里活性化事業」

など、地域住民が主体となって取り組む地域活動を支援した。 

 

(24) 婚活支援事業費補助金 

   結婚を希望する独身の男女に、出会いの場を提供する等の婚活支援事業に対し

補助を行った。 

  補助件数  ５件    補助金額    ４８０，０００円 

 

(25) コミュニティナース事業費 

専門職としての視点をいかしながら、健康づくりなど地域の維持発展に貢献す

るコミュニティナースを配置し、健康相談等の活動を行った。 

 

(26) 空き家活用定住促進事業費 

   田舎暮らしに関心の高い若年層の定住誘導を促進するため、定住者が行う空き

家改修に対して補助を行った。 

   補助件数 １８件    補助金額 ２３，５９２，０００円 
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(27) いきいき地域応援事業費補助金 

地域の事情に即した課題を解決し、いきいきとした地域を築くため、住民組織

が主体的に取り組む地域活性化事業等に対して補助を行った。 

地   区 事   業   概   要 補 助 金 額 

 

奥 上 林 

 

二王公園まつり事業、奥上林活性化事業 

円 

455,000 

中 上 林 
ほたるの夕べ事業、秋の健康祭り・クリスマスコンサ

ート事業 
500,000 

口 上 林 川まつり事業 250,000 

山 家 やまが元気プロジェクト事業、観光やな漁事業等 500,000 

東 八 田 東八田フェスティバル事業、山菜まつり事業等 500,000 

西 八 田 上八田音楽祭事業 200,000 

吉  美 桜並木景観保全事業、夜桜花灯路・夜桜フェスタ事業 496,419 

中 筋 史跡、文化財案内看板設置事業 500,000 

豊  里 梅うめまつり事業、私市円山古墳まつり事業等 500,000 

物  部 交流イベント事業、特産品開発事業等  250,000 

志 賀 郷 地域特産品ＰＲ事業、地域活性化事業 500,000 

計 11 件 4,651,419 

財源内訳 
国 府 支 出 金 2,325,709 

一 般 財 源 2,325,710 

 

(28) 北部地域連携都市圏形成推進協議会負担金 

京都府北部５市２町で構成する「京都府北部地域連携都市圏形成推進協議会」

が実施する各種事業に対して負担金を支払った。 

 

(29) 駅再生プロジェクト事業費 

   平成２９年度から２か年の継続事業として、地域の活性化と公共交通の利用促

進を図るため、ＪＲ山家駅前の整備を行った。 

   また、平成３１年度「山家ふれあいの駅」の開設に向けて旧上原教育集会所を

改修した。 

事 業 概 要 事 業 費 
財 源 内 訳 

国府支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源 

ＪＲ山家駅前施設改修工事 

内装改修 A=100.9 ㎡ 

屋根葺替え 

     A=184.0 ㎡ 

電気工事一式 

    円 

 

 15,475,320 

円 

 

7,713,000 

円 

 

 

 

円 

 

7,714,800 

 

円 

 

47,520 
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(30)  大学連携推進事業費 

京都産業大学が本市との包括連携協定により市内で実施する現地演習活動（フ

ィールドワーク）に対して補助を行った。 

補助金額    ３８９，０００円 

 

(31) コミュニティ活動推進団体事業補助金 

一般財団法人自治総合センターが実施するコミュニティ助成事業を活用し、地 

域コミュニティの健全な発展を推進するため、高津町自治会の太鼓整備事業に対 

して補助を行った。 

補助金額  ２，５００，０００円 

 

 

区   分 予 算 現 額 決  算  額 不  用  額 

 

目７ 市民相談対策費 

円 

7,642,000 

円 

7,484,331 

円 

157,669 

 

(1) 市民相談対策費 

   市民の法律上の紛争解決のため、京都弁護士会に委託して無料法律相談を１１

回開催した。 

   相談件数  ９２件 

   また、市民の登記相談要望に応えるため、京都司法書士会に委託して無料法

律・登記相談を５回開催した。 

   相談件数  ２６件 

 

(2) ボランティア活動推進事業費 

ボランティア活動への理解と普及、気運の高揚を図るため、様々な分野で活動

するボランティア同士が連携し、ボランティア活動の普及・充実を目指す「あや

べボランティア総合センター」に対して補助を行った。 

補助金額  １，５８７，０００円 

 

 (3) ハートセンター管理運営費 

 市民ボランティア活動の拠点としての場を提供するため、あやべハートセンタ

ーの施設管理運営を行った。 

 

 

区   分 予 算 現 額 決  算  額 不  用  額 

 

目８ 環境交通対策費 

円 

19,327,000 

円 

17,621,624 

円 

1,705,376 
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(1) 環境対策事業費 

大気汚染、水質汚濁、騒音、悪臭等の公害発生に対して、行政指導の徹底及び

廃棄物の不法投棄等不適正処理に対する監視パトロールを実施し、市民の健康と

快適な環境の確保に努めた。 

 

(2) 環境市民会議運営費補助金 

    環境基本条例や環境基本計画の理念に基づき、市民・事業者・行政の協働によ

り、市の豊かな環境の保全と快適な環境の創造を実現するため、「綾部市環境市

民会議」が実施した環境保全活動に対して補助を行った。 

   補助金額  ２，０００，０００円 

 

(3) 上林川を美しくする会運営費補助金 

    市民・事業者・行政が協働し、清流・環境の保全に取り組むため、「上林川を

美しくする会」が実施した環境保全活動に対して補助を行った。 

   補助金額  １，６００，０００円 

 

(4) 交通安全対策事業費 

  ア 交通安全灯設置事業費 

交通安全、防犯等公共秩序維持のため、自治会が実施した交通安全灯３５９

か所の設置に対して補助を行った。 

補助金額  １，８６８，０００円 

  イ 交通安全推進団体補助金 

交通安全に関する様々な街頭啓発活動等を実施するとともに、交通安全推進

団体に補助金を交付するなど、市民の交通安全意識の高揚を図った。 

    補助金額     ７２，０００円 

ウ 交通安全対策基金 

平成２９年度末 

現 在 高 

平成３０年度中 

積 立 額 

平成３０年度中 

取 崩 額 

平成３０年度末 

現 在 高 

1,179,652 円  117 円  円  1,179,769 円  

 

(5) 住宅用太陽光発電システム設置補助事業費 

地球温暖化対策を積極的に推進し、環境への負荷が少ない自然エネルギーの有

効利用を図るため、住宅用太陽光発電システムの設置に対して補助を行った。  

   補助件数 ３０件  補助金額 ３，４０９，０００円 
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(6) 家庭向け自立型再生可能エネルギー導入補助事業費 

   再生可能エネルギーの普及及び住宅におけるエネルギーの自立化を図るため、

住宅用太陽光発電システムと住宅用蓄電システムの同時設置に対して補助を行っ

た。 

   補助件数 １０件  補助金額 ３，２６６，０００円 

 

(7) 環境基本計画策定事業費 

   綾部市環境審議会に諮問し、第３次綾部市環境基本計画を策定した。 

 

 

区   分 予 算 現 額 決  算  額 不  用  額 

 

目９ 交通確保対策費 

円 

174,649,206 

円 

174,649,206 

円 

 

 

(1) あやバス運行費 

公共交通システムとして市民の福祉の向上及び通勤・通学時の移動手段を確保

するため、あやべ市民バスの運行を行った。 

また、本年４月にダイヤ改正を行い、路線の延伸やバス停を新設し、利便性の

向上を図った。 

さらに、健康長寿定期券の対象年齢を７０歳以上から６５歳以上に引き下げる

とともに、運賃無料対象年齢を３歳未満から未就学児までに拡大し、高齢者及び

子育て支援策を行った。 

このほか、京都大学大学院の学術指導を受け、ワークショップ等の開催や４月

に「健康長寿定期６５おためしキャンペーン」を行い、１か月間、健康長寿定期

券を半額で販売した。 

年間乗車人数       １９６，００３人 

   バス等運行収入額  ３７，５５８，６０４円 

路線別実績 

路  線  名 乗車人数（人） 路  線  名 乗車人数（人） 

上 林 線 71,075 篠 田 桜 が 丘 線 10,710 

志 賀 南 北 線 48,561 黒 谷 線 12,332 

東 西 線 26,124 西 八 田 線 7,067 

西 坂 線 8,647 於 見 市 野 瀬 線 6,474 

紫 水 ヶ 丘 公 園 線 5,013 
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(2) あやバス利用促進事業費 

ア 市民にあやバスへの親しみと関心を持ってもらうため、あやバス絵画展を実

施するとともに、あやバスペーパークラフト、ぬり絵を配布した。  

  また、上林線と志賀南北線にて、クリスマスバスを運行した。 

   イ 高齢者等の外出支援及び交通事故防止を図るため、自動車運転免許証を自主

返納された方へ、あやバスの回数券３，０００円分又は健康長寿定期券１か月

分を無料交付した。 

       交付件数 １４９件  交付金額 ４４７，０００円 

  

(3) 公共交通空白地有償運送事業費補助金 

   地域主体のＮＰＯ法人が実施する公共交通空白地有償運送事業に対して補助を

行った。 

   補助金額 １，５００，０００円 

 

 

区   分 予 算 現 額 決  算  額 不  用  額 

 

目 10 公 平 委 員 会 費 

円 

754,000 

円 

745,962 

円 

  8,038 

 

不服申立て措置要求等の事案に対し公正迅速に処理するため、審理の方法等を研修

した。 

 

 

区   分 予 算 現 額 決  算  額 不  用  額 

目 11 恩 給 及 び 

   退 職 年 金 費 

円 

945,000 

円 

944,800 

円 

200 

 

退職年金給付金 

  遺族年金   １人    ９４４，８００円 
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区   分 予 算 現 額 決  算  額 不  用  額 

 

目 12 諸     費 

円 

49,383,794 

円 

38,608,555 

円 

10,775,239 

  

人 権 擁 護 委 員 協 議 会 負 担 金 ２４３，０５０円 

事 故 賠 償 金 １，４０４，９８０円 

市 税 過 誤 納 還 付 金 １６，０２０，９６８円 

自 衛 官 募 集 事 務 費 １０，０００円 

過年度国・府支出金等返還金 ２０，８７０，７５１円 

雇 用 保 険 料 過 誤 納 還 付 金 

指 定 ご み 袋 還 付 金 

３，４７４円 

５５，３３２円 

 

 

区   分 予 算 現 額 決  算  額 不  用  額 

 

項２ 徴 税 費 

円 

192,101,000 

円 

188,663,847 

円 

3,437,153 

目１ 税 務 総 務 費 100,597,000 99,194,142 1,402,858 

目２ 賦 課 徴 収 費 90,262,000 88,227,705 2,034,295 

目３ 評 価 費 1,242,000 1,242,000  

 

(1) 個人市民税 

課税の公平を期すため、未申告者に対する指導、資料収集に努めるとともに、

関係機関との連携を密にし、１７，６０３件の賦課を行った。賦課額は前年度対 

比１．５パーセントの増、収納額は現年度分と滞納繰越分を合わせた全体で１．４ 

パーセントの増となった。 

 

(2) 法人市民税 

７２２法人から申告があり、製造業を中心に企業収益が改善されたことから、

賦課額は前年度対比３．４パーセントの増、収納額は全体で３．０パーセントの

増となった。 

 

 (3) 固定資産税 

賦課額の前年度対比で、土地については１．７パーセントの減、家屋について

も１．７パーセントの減となった。 

また、償却資産については、設備投資の増等により、０．３パーセントの増と

なり、全体では、賦課額は前年度対比で１．０パーセントの減、収納額は全体で

１．０パーセントの減となった。 
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(4) 国有資産等所在市町村交付金 

賦課額、収納額ともに前年度対比０．６パーセントの減となった。 

 

(5) 軽自動車税 

 課税台数は、前年度対比１．１パーセント減の２０，２４３台となったが、新

税率及び重課の影響により、賦課額は前年度対比２．８パーセントの増、収納額

は全体で３．５パーセントの増となった。 

 

(6) 市たばこ税 

   健康志向の高まりや喫煙場所の減少などから、販売本数は減少傾向にあったが、

増税に伴う駆け込み需要の増加により、市内での販売本数は前年度対比０．５パ

ーセントの増となり、賦課額、収納額ともに前年度対比０．４パーセントの増と

なった。 

 

(7) 入湯税 

   課税対象の入湯客は、前年度より２１０人増の９，６１７人となり、賦課額、

収納額ともに前年度対比２．２パーセントの増となった。 

【入湯税の充当事業費】 

観光振興事業      １１，４２６千円 

（うち入湯税充当額 １，４４２，５５０円） 

 

(8) 都市計画税 

    賦課額は前年度対比で０．８パーセントの減、収納額は全体で０．９パーセン

トの減となった。 

【都市計画税の充当事業費】 

公営企業会計（下水道）における都市計画事業に対する繰出し 

１３２，０９９千円 

都市計画事業関連の地方債償還金          ７２，３７８千円 

都市計画事業関連の公営企業債償還に充てる繰出金 ４０２，３０１千円 

（うち都市計画税充当額 ７６，２６１，１０３円） 
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(9) 市税の徴収状況 

   市税の徴収率は９７．９２パーセントで前年度対比０．１７ポイントの増とな

った。 

ア 徴収状況 

現

年

度

分 

税 目 ３０年度徴収率(A) ２９年度徴収率(B) 増減 (A)-(B) 

個 人 市 民 税  99.26 ％   99.07 ％   0.19 ﾎﾟｲﾝﾄ 

法 人 市 民 税 99.67    99.86    △0.19 

固 定 資 産 税 99.44    99.53    △0.09 

交 付 金 100.00    100.00    0.00 

軽 自 動 車 税 97.97    97.75    0.22 

市 た ば こ 税 100.00  100.00  0.00 

入 湯 税 100.00    100.00    0.00 

都 市 計 画 税 99.13   99.32    △0.19 

計 99.40    99.41     △0.01 

滞 納 繰 越 分 21.26    20.13    1.13 

総 計 97.92    97.75    0.17 

イ 滞納状況 

区 分 ３０年度(A)  ２９年度(B)  増減(A)-(B) 前年度対比 

現年度滞納繰越額 28,763,698 円 27,874,750 円     888,948 円 3.2％  

過年度滞納繰越額 70,940,567 79,586,181  △8,645,614 △10.9    

計  99,704,265 107,460,931  △7,756,666 △7.2    

不 納 欠 損 額  5,212,844 17,302,316 △12,089,472 △69.9    

次年度へ実質繰越額 94,491,421 90,158,615 4,332,806 4.8    
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ウ 未収金状況 

税    目 節 ３０年度(A) ２９年度(B) 増減(A)-(B) 前年度対比 

個 人 市 民 税 

現年 10,278,424 円 12,617,403 円 △2,338,979 円 △ 18.5％ 

滞納 27,738,450 25,314,325 2,424,125 9.6 

計 38,016,874 37,931,728 85,146 0.2 

法 人 市 民 税 

現年 1,864,100 532,000 1,332,100 250.4 

滞納 221,700 127,900 93,800 73.3 

計 2,085,800 659,900 1,425,900 216.1 

固 定 資 産 税 

現年 11,947,992 9,771,994 2,175,998 22.3 

滞納 19,781,193 19,766,335 14,858 0.1 

計 31,729,185 29,538,329 2,190,856 7.4 

軽 自 動 車 税 

現年 2,460,600 2,648,440 △187,840 △7.1 

滞納 4,810,270 4,165,024 645,246 15.5 

計 7,270,870 6,813,464 457,406 6.7 

都 市 計 画 税 

現年 576,008 435,146 140,862 32.4 

滞納 14,812,684 14,780,048 32,636 0.2 

計 15,388,692 15,215,194 173,498 1.1 

総 計 

現年 27,127,124 26,004,983 1,122,141 4.3 

滞納 67,364,297 64,153,632 3,210,665 5.0 

計 94,491,421 90,158,615 4,332,806 4.8 

 

(10) 京都地方税機構負担金 

   税業務共同化のために設立された広域連合京都地方税機構に対して負担金を支

払った。 

 

(11) 固定資産税基礎資料整備事業費 

固定資産税の適正・公正な課税と業務の効率化を推進するため、地番図の更新

及び家屋特定等を行った。 

 

(12) 評価替費 

平成３０年度評価替えに基づき、下落修正など路線価の内容等の見直しを行っ

た。 
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区   分 予 算 現 額 決  算  額 不  用  額 

項３ 戸 籍 住 民 

   基 本 台 帳 費 

円 

86,081,000 

円 

83,238,910 

円 

2,842,090 

目１ 戸 籍 住 民 

   基 本 台 帳 費 

 

86,081,000 

 

83,238,910 

 

2,842,090 

 

諸法令の研修を深め、戸籍システムにより事務の効率化を図るとともに、戸籍のより

正確、厳重な管理に努めた。  

住民基本台帳法に基づき、住民に関する正確な記録・管理を行うとともに、引き続き

週１回の夜間延長窓口業務で市民サービスの向上に努めた。  

住民基本台帳ネットワークシステムを運用し、広域交付住民票の交付、通知カードの

発行及び個人番号カードの交付を行った。  

ア 住民登録関係取扱件数        （上段：平成２９年 下段：平成３０年）  

区 分  住 民 基 本 台 帳  戸 籍 附 票  

種 別  転 入  転 出  
世 帯  

変 更  
転 居  修 正  計  記 載  消 除  計  

件 数  

人 

950 

人 

1,072 

件 

106 

件 

409 

件 

796 

件 

3,333 

件 

5,887 

件 

2,194 

件 

8,081 

923 973 108 434 747 3,185 5,715 2,053 7,768 

 イ 戸籍事務取扱件数  

種     別               平成２９年度  平成３０年度  

 

出           生  

        件  

429 

        件  

405 

死     亡  803 751 

 婚     姻  532 502 

 離     婚 117 108 

 養 子 縁 組  38 35 

 養 子 離 縁        18 10 

 入     籍  98 98 

 転     籍  190 189 

 そ  の  他  124 118 

    計  2,349 2,216 
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ウ 手 数 料  

エ 住民基本台帳による人口及び世帯数              （各月末現在） 

年   月 世 帯 数 人 口  年   月 世 帯 数 人 口 

２９． ４ 15,777 世帯 34,305 人 ３０． ４ 15,719 世帯 33,818 人 

２９． ５ 15,797 34,279 ３０． ５ 15,733 33,817 

２９． ６ 15,814 34,278 ３０． ６ 15,748 33,805 

２９． ７ 15,809 34,243 ３０． ７ 15,752 33,806 

２９． ８ 15,791 34,184 ３０． ８ 15,750 33,797 

２９． ９ 15,777 34,158 ３０． ９ 15,745 33,773 

２９．１０ 15,766 34,126 ３０．１０ 15,748 33,759 

２９．１１ 15,745 34,070 ３０．１１ 15,749 33,724 

２９．１２ 15,738 34,046 ３０．１２ 15,756 33,721 

３０． １ 15,711 33,979 ３１． １ 15,724 33,636 

３０． ２ 15,695 33,915 ３１． ２ 15,701 33,584 

３０． ３ 15,696 33,808 ３１． ３ 15,693 33,456 

 

 

種     別  平成２９年度  平成３０年度  

戸 
 

 

籍 

全部事項証明 5,977 件 2,689,650 円 5,681 件 2,556,450 円 

個人事項証明 1,702 765,900 1,664 748,800 

受 理 証 明 80 28,000 62 21,700 

記載事項証明 19 6,650 11 3,850 

除 
 

 

籍 

謄 本 6,079 4,559,250 5,465 4,098,750 

全部事項証明 702 526,500 692 519,000 

抄 本 35 26,250 26 19,500 

個人事項証明 12 9,000 19 14,250 

戸 籍 附 票 1,167 350,100 1,206 361,800 

身 分 証 明 459 137,700 409 122,700 

自 動 車 臨 時 運 行 204 153,000 188 141,000 

住 民 票 謄 抄 本 等 15,456 4,636,800 14,846 4,453,800 

印

鑑 

登 録 1,068 320,400 1,010 303,000 

証 明 10,382 3,114,600 9,992 2,997,600 

税 
証 明 10,720 3,423,800 7,653 2,489,500 

閲 覧     

通 知 カ ー ド 33 16,500 75 37,500 

個 人 番 号 カ ー ド 6 4,800 8 6,400 

そ の 他 145 43,500 161 48,300 

計 54,246 20,812,400 49,168 18,943,900 
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区   分 予 算 現 額 決  算  額 不  用  額 

 

項４ 選 挙 費 

円 

62,547,000 

円 

60,157,463 

円 

2,389,537 

目１ 選挙管理委員会費 5,912,000 5,804,368 107,632 

目２ 選 挙 啓 発 費 73,000 58,595 14,405 

目３ 知 事 選 挙 費 12,326,000 12,319,605 6,395 

目４ 市議会議員選挙費 36,615,000 36,614,979 21 

目５ 府議会議員選挙費 7,621,000 5,359,916 2,261,084 

 

(1) 選挙管理委員会費 

選挙人名簿の調製に関し必要な事項の周知及び選挙人の政治意識の向上を図る

とともに、裁判員、検察審査会の候補者選定等を行った。 

 

最近の選挙人名簿登録者数 

項       目 男 女 計 

平成３１年３月１日現在

定 時 登 録 者 数 
13,646 人 14,981 人 28,627 人 

 

(2) 選挙啓発費 

選挙が公正かつ適正に行われるよう選挙人の政治意識の向上に努めるとともに、

選挙に関する事項を周知した。 

 

(3) 選挙費 

・ 本年度執行した選挙 

 ア 知事選挙（告示 平成３０年３月２２日、執行 平成３０年４月８日）は、

２人の立候補があった。 

 イ 市議会議員選挙（告示 平成３０年８月１９日、執行 平成３０年８月 

２６日）は、定数１８人に対して２１人の立候補があった。 

また、本選挙から新たに、上林いきいきセンターに期日前投票所を増設し

た。 

・ 本年度に執行準備した選挙 

府議会議員選挙（告示  平成３１年３月２９日、執行  平成３１年４月７

日）は、定数１人に対して２人の立候補があった。 
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区   分 予 算 現 額 決  算  額 不  用  額 

 

項５ 統 計 調 査 費 

円 

11,415,000 

円 

10,878,776 

円 

536,224 

目１ 統計調査総務費 6,302,000 6,122,816 179,184 

目２ 教育統計調査費 32,000 31,000 1,000 

 

学校基本調査費 

・ 学校基本調査を５月１日現在で実施した。 

・ 幼稚園、認定こども園、小学校、中学校及び各種学校の教員数、児童・生徒数、

進路状況及び施設等基本的な事項について調査を実施した。 

・ 調査方法 全数調査 

 

 

区   分 予 算 現 額 決  算  額 不  用  額 

目３ 商 工 業 

     統 計 調 査 費 

円 

320,000 

円 

318,000 

円 

2,000 

 

(1)  工業統計調査費 

・ 平成３０年工業統計調査を６月１日現在で実施した。 

・  事業所の名称及び所在地、従業者数、現金給与総額、原材料使用額、製造品

出荷額等について調査を実施した。 

・  調査方法 全数調査（従業員数４人以上の事業所） 

 

(2)  経済センサス費 

・ 平成３１年度に実施する経済センサス基礎調査の準備及び調査区管理に係る

経費を支出した。 

 

 

区   分 予 算 現 額 決  算  額 不  用  額 

 

目４ 人口統計調査費 

円 

4,751,000 

円 

4,405,000 

円 

346,000 

 

   住宅・土地統計調査費 

・ 平成３０年１０月１日を調査期日として、住宅の種類や設備等を調査する経

費を支出した。 
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区   分 予 算 現 額 決  算  額 不  用  額 

目５ 農 林 水 産 業 

     統 計 調 査 費 

円 

10,000 

円 

1,960 

円 

8,040 

 

農林業センサス費 

・ 平成３１年度に実施する農林業センサスの準備に係る経費を支出した。  

 

 

区   分 予 算 現 額 決  算  額 不  用  額 

 

項６ 監 査 委 員 費 

円 

25,010,000 

円 

24,571,939 

円 

438,061 

目１ 監 査 委 員 費 25,010,000 24,571,939 438,061 

 

(1) 定期監査 

企画財政部、総務部、市民環境部、福祉保健部、農林商工部、定住交流部、建

設部、会計課、消防本部、上下水道部、議会事務局、教育委員会事務局及び監査

委員事務局の各部局において、本年度及び前年度における財務に関する事務の執

行状況を監査した。 

 

(2) 随時監査 

     市が発注した工事のうち４件を抽出し、工事関係書類の監査及び現地確認を実

施した。 

 

(3) 行政監査 

     綾部市資料館に係る市の事務の執行及び管理運営が、公共性、経済性を考慮し、

適正に行われているかについて監査を実施した。 

 

(4) 財政援助団体等に対する監査 

  本市が指定管理者制度を導入している施設のうち、綾部市里山交流研修センタ

ーを選定し、指定管理者である特定非営利活動法人里山ねっと・あやべに対し、

指定管理料が目的どおり合理的かつ効率的、あるいは、適正に事業運営されてい

るかについて監査を実施した。 

 

(5) 例月現金出納検査 

     毎月、前月中の出納の状況を証拠書類、経理関係諸帳簿及び伝票等により検査

した。 
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(6)  平成２９年度決算審査 

それぞれ審査を行い、意見書を市長に提出した。 

ア 公営企業会計 

     審査期間   平成３０年６月４日から平成３０年７月２６日まで 

   イ 一般会計・特別会計 

     審査期間   平成３０年８月１日から平成３０年８月３０日まで 

   ウ 綾部市十倉財産区特別会計 

     審査期間   平成３０年９月４日から平成３０年１１月２０日まで 

 

(7)  平成２９年度健全化判断比率及び資金不足比率審査 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、それぞれ審査を行い、  

意見書を市長に提出した。 

ア 公営企業会計 

     審査期間   平成３０年６月４日から平成３０年７月２６日まで 

   イ 一般会計・特別会計 

     審査期間   平成３０年８月１日から平成３０年８月３０日まで 


